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市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
３
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
と
議
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
今
な
お
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
が
一
変
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
く
行
動

を
心
が
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
医
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
々
は
も
と
よ
り
、
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
、
様
々
な
立
場
で
努
力
を
続
け
て
お

ら
れ
る
皆
様
、
多
く
の
制
約
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
全
て
の

皆
様
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
本
年
は
、
延
期
開
催
予
定
で
あ
る
「
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
の
開

催
記
念
事
業
と
し
て
、
本
市
並
び
に
大
和
町
と
の
共
同

主
催
に
よ
る
「
七
ツ
森
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、

春
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
富
谷
宿
開

宿
４
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
予
定
で
あ
っ
た

「
街
道
ま
つ
り
本
ま
つ
り
」
を
10
月
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
行
事
な
ど
も
無
事
開
催
さ

れ
る
よ
う
な
日
常
が
一
日
も
早
く
戻
っ
て
ま
い
り
ま
す

こ
と
を
、
切
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
本
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
期
待
い
た
し
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

富
谷
市
議
会
議
長渡　

　

俊　

一

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

あけまして
おめでとうございます

本年もよろしくお願い申し上げます
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議 会 報 告
　富谷市議会では、「市民に開かれた議会」を目指し、議会の報告や皆様との
意見交換の場として、議会報告会を開催してまいりました。
　今回は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本誌で報告とさせていただ
きます。ご意見等がございましたら、お聞かせください。

＜調査活動内容＞
・政務活動費全額の返還（新型コロナ感染症対策等に充当）
　　全額を返還し、それを財源に新型コロナウイルス感染症支援策等に充てるものです。

・長期欠席議員の議員報酬減額条例の検討
　会議等公務を長期にわたり欠席をした際、議員報酬を減額すべきかどうかの検討で、条例を制定しなけ
れば寄付行為に当たるため、条例制定している他自治体を参考にし、今後、専門家の意見を聞きながら慎
重に検討をします。

・議員間討議の各常任委員会での実行
　各常任委員会において、それぞれのテーマに沿った形で活発な討議をすることで、各議員のさまざまな
考えを取り入れ、市政運営に提言をしていくものです。

・�災害行動マニュアルの見直し
　ここ数年、豪雨等による災害が多く発生していることに伴い、災害行動マニュアルを実際に起こったこ
とを踏まえ、見直すものです。

・各議員の一般質問通告書の内容のホームページ掲載について
　現在のホームページには、表題しか掲載されていませんでした。今後は、表題だけでなく、質問項目の
詳細も掲載していくこととします。

　今後も開かれた議会、活発な議論を目指し、またＳＮＳの活用や議会のデジタル化の研究検討も進めてい
きます。

●構成議員（議長を除く全議員）
　◎委員長：畑山　和晴　　○副委員長：金子　透
●活動内容：�市民に信頼され、開かれた議会、市民の負託に応えられる議会を目指し、調査を

します。
●調査項目：①議会活動の活性化に関する調査
　　　　　　②議会に関する広報、広聴に関する調査
　　　　　　③その他目的達成に関する事項の調査

議会活性化調査特別委員会

誌上
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財政状況について

新型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営

市民協働について

　歳入では、自主財源の柱である市税が増加しています
が、人口は微増で少子高齢化が想定されています。企業
誘致等を推進し、歳入増を図るべきです。
　歳出では、生活に直結する事業等は、過度な抑制で
サービスの後退がないよう注視すべきです。公共施設の
維持管理費は増加しますが、確実な運営に努めるべきで
す。
　基金や市債では、市民の理解を得るよう丁寧な説明が
必要です。財政健全化に基づく５つの指標は、全て適正
でした。今後も確実な行財政運営を求めます。

　避難所運営マニュアルが令和２年５月に改定され、新
型コロナウイルス感染症に対応した避難所運営方針も定
められました。感染リスクを考慮した避難者への対応や、
感染予防対策備蓄品の整備状況を確認しました。
　避難所運営では、迅速、的確な対応のための机上訓練
や実動訓練を、定期的に実行すべきです。感染症対策備
蓄品については質、量のさらなる充実と、点検および定
期的な更新が必要です。今後も想定されるさまざまな事
案への対応を求めます。

　市民協働とは、市民、団体、行政が対等で連携協力し、
目的達成するための活動です。本市では「市民の思いを
協働でつくるまちづくり」を掲げ、「まちづくりの基本」
となるルールの策定を令和２年度に行います。
　今後はルールや枠組みづくりだけではなく、市民、団
体間の交流の促進や、より多くの市民、団体が、今以上
に積極的に参画しやすい、「健全なまちづくりに向けて
みんなが協働するまちづくり」を実感できる環境づくり
を求めます。

調査日　令和元年10月21日

調査日　令和２年７月30日

調査日　令和２年１月20日

●構成議員（６人）
　◎委員長：金子　透　　○副委員長：村上　治
　　委　員：畑山　和晴　　安住　稔幸　　髙橋　正俊　　渡邊　清美
●活動内容：�市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。
●所　　管：企画部（企画政策課・財政課）
　　　　　　総務部（総務課・防災安全課・市民協働課）
　　　　　　市民生活部（市民課・税務課・生活環境課）
　　　　　　市長公室、会計課等

総 務 常 任 委 員 会
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こじゅうろうキッズランドについて

ＧＩＧＡスクール構想について

介護予防施策のさらなる推進を求める請願について

　白石市の「こじゅうろうキッズランド」整備経緯等につ
いて調査しました。白石市では、子育て世帯の要望を受
け、まち・ひと・しごと創生総合戦略に「親子で安心し
て遊べる室内遊び場の提供」を掲げ整備し、その結果、
白石の新たな賑わい交流拠点となっています。
　子どもの比率が高い本市には、大型遊具のある室内遊
戯施設の整備が求められます。
※�現在、児童屋内遊戯施設を含めた複合施設整備の検討
が進められています。

　講師を招き「ＧＩＧＡスクール構想」について調査しま
した。ＩＣＴの導入により、教師の負担増や情報セキュ
リティのリスク等に対する懸念もありますが、「ＩＣＴ
はもはや文房具、やらないという選択肢はない」ことを
共有しました。
　本市では、国の補助金を活用し、10月末に一人１台
のタブレット整備が完了しました。タブレット端末は、
５年ほどで更新が必要と言われています（今年度約2.6
億円の投資）。国の助成動向を注視し、機器更新の財源
確保が今後の課題と考えます。

　令和元年12月９日「介護予防施策のさらなる推進を求
める請願」が受理され、本委員会に付託されました。令
和元年12月18日から２年４月14日まで、５回の委員会
を開催し、審査しました。
　請願者および紹介者から請願内容の説明を受け、質疑
を行いました。また、執行部と、介護予防および総合事
業の取組状況や、今後の事業予定等について質疑を行い
ました。
　審査の結果、「願意妥当と認め、採択すべきもの」とし
て、議長に報告をし、令和２年６月18日開催の本会議
において採択されました。

調査日　令和２年２月５日

調査日　令和２年７月１日

審査日　令和元年12月18日ほか

●構成議員（６人）
　◎委員長：出川　博一　　○副委員長：浅野　直子
　　委　員：長谷川　る美　　藤原　峻　　塩田　智明　　菊池　美穂
●活動内容：�教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。
●所　　管：保健福祉部（長寿福祉課・地域福祉課・健康推進課・子育て支援課）
　　　　　　教育委員会（教育総務課・学校教育課・生涯学習課）

教 育 民 生 常 任 委 員 会
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富谷茶による産業振興について

空き家を活用した
店舗取得制度について

台風による竹林川の越水について

　富谷茶復活事業は、富谷茶復活プロジェクトによる地
域活性化とシルバー会員就業事業の取組です。
　平成30年、お茶の栽培面積は３つの地区合わせて
455㎡、本数は1，111本の栽培を行いました。
　令和元年の茶摘み実績は、生茶葉で3.7kg、製茶で
0.7kgとごく少量です。将来的に事業として取り組むた
めには事業の継続も含めて、専業農家の体制確立が必要
です。

　この制度は、地域振興を通して新たな雇用の確保と事
業の活性化を図るもので、空き店舗を活用し、小売店や
サービス業等を営もうとする創業者への支援事業です。
　内容は、店舗取得費や店舗改修費および店舗賃借料等、
対象経費の一部を補助します。
　今後は、補助金給付の前倒しと相談をスムーズに進め
るための空き店舗や空き家のデータバンク化が必要です。

　台風19号の復旧状況を調査しました。人的な被害は
なかったものの、河川・道路関係等、446件の被害があ
りました。
　これまでも、たびたび氾濫や土砂災害が発生している
本木橋付近の越水は、竹林川の北目堰の堰坂と吉田川と
の合流地点のバックウォーターが原因と思われます。越
水の解消には、堰坂の撤去と吉田川の合流地点に遊水池
が必要です。

調査日　令和元年11月１日

調査日　令和２年７月10日

調査日　令和２年１月24日

●構成議員（５人）
　◎委員長：菅原　福治　　○副委員長：佐藤　浩崇
　　委　員：若生　英俊　　浅野　武志　　青柳　信義

●活動内容：�経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

●所　　管：経済産業部（産業観光課・農林振興課）
　　　　　　建設部（都市整備課・都市計画課・上下水道課）

産 業 建 設 常 任 委 員 会
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令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

は
、
12
月
１
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
令

和
２
年
度
各
種
会
計
補
正
予

算
、
富
谷
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
、

富
谷
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
、
富
谷
市
市
営

墓
地
特
別
会
計
条
例
の
制
定
、

令
和
２
年
度
富
谷
市
市
営
墓

地
特
別
会
計
予
算
、
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変

更
、
黒
川
行
政
事
務
組
合
の

財
産
処
分
に
つ
い
て
な
ど
18

議
案
、
専
決
処
分
の
承
認
４

件
が
上
程
さ
れ
、
全
件
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
16
人
の
議
員
が
市

政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

（仮称）やすらぎパークとみや
令和５年度オープンに向けて
（パークゴルフ場は

令和６年度にオープン）

「とみやど」
富谷宿観光交流ステーション
グランドオープン

本年４月17日

令和２年
第４回定例会議案審議
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一

補

般

正

会

予

計

算

台
風
19
号
被
害
復
旧
に
追
加
補
正

台
風
19
号
復
旧
工
事

　
　
復
旧
工
事
費
で
、
出
来

高
払
い
、
出
来
高
精
算
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
当
初
の

予
定
額
は
。

　
　
当
初
見
込
額
が
２
億
５

２
０
万
円
ほ
ど
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
支
出
総
額
見

込
額
は
３
億
９
８
０
万
円
で
、

１
億
４
６
０
万
円
ほ
ど
上
回

り
ま
し
た
。
上
回
っ
た
大
き

な
要
因
は
、
小
災
害
の
部
分

が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
　
早
期
復
旧
と
し
て
も
、

こ
の
精
算
の
在
り
方
は
。

　
　
早
期
復
旧
が
第
一
の
命

題
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
１

件
あ
た
り
事
業
費
、
工
事
箇

所
数
を
掛
け
て
見
込
額
を
算

出
し
ま
し
た
。
今
後
、
改
善

で
き
る
点
は
考
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
速
や
か
な
復

旧
も
大
事
で
す
の
で
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

方
法
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

問答問答

と
い
う
こ
と
で
す
。

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製

作
業
務
６
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
作
成
部
数
は
。

　
　
10
万
部
の
予
定
で
す
。

　
　
内
容
は
。

　
　
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
よ
り
少

し
小
さ
い
も
の
で
、
20
ペ
ー

ジ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
活
用
方
法
は
。

　
　
来
年
４
月
17
日
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
「
と
み

や
ど
」
観
光
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
市
内
外
へ
の
周
知

で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で

飲
食
店
等
が
困
窮
し
て
い
る

状
況
も
あ
り
、
そ
う
し
た
も

の
も
含
め
て
、
市
内
、
県
内

外
に
も
広
く
周
知
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

全
国
大
会
出
場

　
　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の

全
国
大
会
出
場
補
助
金
で
１

３
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
映
像
審
査
と
の

こ
と
で
す
が
費
用
の
内
容
は
。

　
　
映
像
を
撮
る
た
め
の
場

所
を
確
保
す
る
経
費
、
ま
た
、

確
保
し
た
場
所
へ
移
動
す
る

経
費
等
を
補
助
し
ま
す
。

　
　

富
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

　
　
と
み
や
マ
ー
チ
ン
グ
エ

コ
ー
ズ
は
１
３
０
人
ぐ
ら
い

問答問答

の
規
模
に
な
り
ま
す
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
手

狭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
学
業
支
援
金
貸
付

　
　
緊
急
学
業
支
援
金
貸
付

事
業
の
申
請
実
績
は
６
件
で
、

大
幅
に
減
額
補
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
６
件
の
内
訳
は
。

　
　
30
万
円
を
借
り
た
方
が

５
人
、
27
万
円
が
１
人
で
す
。

　
　
当
初
の
見
込
み
は
２
０

０
人
で
６
０
０
０
万
円
で
し

た
が
、
見
込
み
と
の
差
が
か

な
り
大
き
い
で
す
。
見
込
み

の
算
出
方
法
、
積
算
根
拠
は
。

　
　
18
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の

人
口
に
お
よ
そ
の
進
学
率
を

掛
け
、
そ
の
う
ち
の
約
10
％
、

２
０
０
人
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
　
事
業
の
周
知
は
。

　
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
等
に
掲
載
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
内
の
大
学
等
、

約
１
０
０
箇
所
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問答問答問答

○��令和元年東日本台風農業用施設災害復旧費
　　台風19号における農業災害復旧に充てる費用です。

　� 7,450万円
○��ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
　　ひとり親世帯に対する追加支援です。

　� 1,240万円
○��公民館維持管理事業
　　衛生環境改善（感染症予防）のため、富谷中央公
民館内の和式トイレを洋式トイレに改修します。

956万円

○��経済支援対策事業
　　富谷宿観光交流ステーション「とみやど」の令和
３年４月17日オープンに合わせ、新たな観光ガイ
ドブックを作成します。

600万円
○��芸術・文化活動団体等支援事業
　　マーチングバンド全国大会に出場するとみやマー
チングエコーズ、富ケ丘小学校金管バンド、成田東
小学校金管バンドの３団体への補助金です。

� 130万円

● ● ● 主なつかいみち ● ● ●
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（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ
パ
ー

ク
と
み
や
整
備
基
本
設
計
で

は
、
事
業
区
域
７
万
２
０
０

０
㎡
に
墓
地
２
０
０
０
区
画

の
ほ
か
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

18
ホ
ー
ル
、
管
理
棟
、
駐
車

場（
２
０
０
台
）、
多
目
的
広

場
等
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
墓
地
は
令
和
５
年

度
に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は

令
和
６
年
度
当
初
に
オ
ー
プ

ン
予
定
で
す
。

　
　
永
代
使
用
料
の
設
定
の

考
え
方
は
。

　
　
実
施
設
計
か
ら
造
成
工

事
の
費
用
を
踏
ま
え
、
近
隣

の
市
町
村
、
寺
院
等
と
の
調

問答

　
令
和
２
年
人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く
、

「
国
家
公
務
員
の
一
般
職
並
び
に
特
別

職
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
、
期
末
手
当
の
引

き
下
げ（
０
．０
５
月
分
）
が
国
会
で
可

決
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
富
谷
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
等
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し

た
。

同
じ
く

・�

富
谷
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
・�

富
谷
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
・�

富
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
条
例

　
以
上
、
３
議
案
に
つ
い
て
も
、
原
案

の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

和
も
考
慮
し
て
、
適
正
な
価

格
を
設
定
し
ま
す
。

　
　
生
前
取
得
や
、
市
内
在

住
期
間
の
短
い
方
で
も
申
込

で
き
ま
す
か
。

　
　
予
約
販
売
を
考
え
て
い

ま
す
が
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

　
　
市
外
在
住
で
も
申
込
で

き
ま
す
か
。

　
　
市
民
優
先
で
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
問
合
せ
先
は
。

　
　
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
含

め
、
管
理
運
営
体
制
を
検
討

し
ま
す
。

問答問答問答

（仮称）やすらぎパークとみや
	 墓所　2,000区画

パークゴルフ場　18ホールを整備
市営墓地特別会計条例の制定

人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
期
末
手
当

引
き
下
げ

専
決
処
分

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

施設規模
内　　容 １期 ２期 ３期 合計

墓地 和式墓所 200区画 50区画 50区画 300区画
芝生墓所 200区画 150区画 550区画 900区画
個別集合墓所 400区画 400区画 ー 800区画
合葬墓所 １箇所 ー ー １箇所

墓所合計 800区画 600区画 600区画 2,000区画
パークゴルフ場 18ホール

（9H×2） ー ー 18ホール
（9H×2）

多目的広場等 約600㎡ 約600㎡
管理棟 約170㎡ 約170㎡
駐車場（200台） 約4,600㎡ 約4,600㎡

○事業区域　約72,000㎡　　○開発区域　約51,000㎡

整備スケジュール
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

○実施設計

○用地買収

○ 関係機関許可等申請

○整備工事

○管理棟実施設計

○管理棟建築

○供用開始

※�スケジュールは、現段階での見込みであり、今後変更となる場合
があります。

墓園オープン
パークゴルフ場
オープン
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第４回定例会（12/１〜12/10）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

菊
池　
美
穂

佐
藤　
浩
崇

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

渡
邊　
清
美

藤
原　
　
峻

金
子　
　
透

青
柳　
信
義

浅
野　
武
志

若
生　
英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　
正
俊

菅
原　
福
治

出
川　
博
一

浅
野　
直
子

安
住　
稔
幸

畑
山　
和
晴

渡
邊　
俊
一

提
案
者

第

４

回

定

例

会

富谷市国民健康保険税条例の一部改正
について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市

長

提

案

富谷市介護保険条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市指定居宅介護支援等の事業の人
員及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市後期高齢者医療に関する条例の
一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市都市計画下水道事業受益者負担
に関する条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市一般会計補正予算
（第９号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市介護保険特別会計補
正予算（第４号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市水道事業会計補正予
算（第 3号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市固定資産評価審査委員会委員の
選任につき同意を求めることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

黒川地域行政事務組合規約の変更につ
いて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市市営墓地特別会計条例の制定に
ついて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市市営墓地特別会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市一般会計補正予算
（第10号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

黒川地域行政事務組合の財産処分につ
いて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市一般会計補正予算
（第11号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて
（職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例）

17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて
（議会議員の議員報酬，費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部を改正す
る条例）

17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて
（特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する
条例）

17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

専決処分の承認を求めることについて
（富谷市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例）

17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○賛成　　×反対　
※ 議長（渡邊俊一）は採決に加わりません。
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市政を
問う

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。

菅原 福治 議員 出川 博一 議員

浅野 武志 議員

若生 英俊 議員

渡邊 清美 議員

塩田 智明 議員

髙橋 正俊 議員

畑山 和晴 議員

藤原　峻 議員

長谷川 る美 議員

安住 稔幸 議員

金子　透 議員

青柳 信義 議員

佐藤 浩崇 議員

村上　治 議員

浅野 直子 議員

12P 15P

15P

16P

16P

17P

17P

18P

18P

19P

19P

12P

13P

13P

14P

14P

◦協働は、行政と市民・市民団体
の相互理解が基本では

◦来年度予算　歳入歳出の見込みは
◦本市介護保険制度の今後はいかに

◦台風19号の被害の復旧は
◦歩道と歩道を繋ぐ橋の建設を

◦公営墓地単独事業として整備を
◦市道三ノ関大崎線に歩道設置を

◦介護保険を問う
◦女川原発２号機再稼働を問う
◦子どもの予防接種を問う

◦震災時の断水対策について問う
◦避難所の暑さ対策を問う

◦災害対策について

◦ＩＣＴを活用した英語教育につ
いて
◦子どもの自己肯定感向上について

◦農業の支援策の強化は
◦コロナウイルス感染予防に対応
した教育支援策は

◦通学路の安全向上策と安全意識
の向上について
◦団地内の公園の維持管理について

◦貸出図書の衛生対策を問う
◦子育て支援を問う

◦来春「とみやど」開所準備は万全か

◦認知症と共生への施策について
◦ＡＥＤ設置について

◦富谷市総合計画の進捗と成果に
ついて問う

◦行財政改革について問う

◦児童クラブの運営について

　第４回定例会では16人の議員が質問に立ちました。
各議員が行った一般質問の概要を12ページから19
ページまで発言順に掲載しています。
　一般質問の模様はインターネット録画配信でご覧
になれます。
　また、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問
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答 問
セ
ン
タ
ー
機
能
は
必
要
で
あ
り
検
討
中

市
民
協
働
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
を

答 問
最
大
限
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
ま
す

「
と
み
や
ど
」
開
所
の
準
備
は
万
全
か

　
本
市
に
は
、
60
を
超
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
О
団

体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
お
互
い

の
活
動
を
知
る
機
会
や
情
報

交
換
の
場
が
な
く
、
繋
が
り

の
場
が
あ
れ
ば
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
推
進
で
き
る

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
協
働
が
形
ば
か
り
で
進
ま

な
い
原
因
は
、
お
互
い
の
理

解
不
足
に
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の

場
所
と
繋
が
り
が
必
要
で
す
。

　
協
働
を
進
め
る
た
め
の
、

　
本
市
の
弱
点
で
あ
る
観
光

に
本
腰
を
入
れ
、
富
谷
宿
観

光
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通

称
「
と
み
や
ど
」
の
開
所
が

来
春
４
月
17
日
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
の
観
光
、
交

流
人
口
の
拡
大
、
し
ん
ま
ち

の
活
性
化
、
将
来
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
等
、
重
要
な

役
割
を
担
う
施
設
で
す
が
、

管
理
、
運
営
の
方
法
、
方
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
管
理
、
運
営
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
等
の
企
画
、
開
催
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

問

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
入
れ
た
理
由
は
。

　
　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
、
社
会
の
変
化
へ

の
対
応
、
ま
ち
の
力
を
高
め

る
な
ど
、
富
谷
の
協
働
の
在

り
方
と
し
て
の
考
え
方
で
す
。

　
　
わ
く
わ
く
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
中
か
ら
、
出
さ
れ
た
意

見
の
内
容
は
。

　
　
行
政
と
市
民
の
情
報
共

有
の
場
と
、
市
民
が
自
主
的

に
活
動
を
行
う
際
の
、
相
談

窓
口
の
必
要
性
な
ど
で
す
。

　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
最
大
の
障
害
は
、

行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理

解
不
足
で
す
。
今
後
の
相
互

理
解
の
考
え
方
は
。

　
　
同
じ
認
識
で
す
。
今
後

は
、
行
政
と
市
民
の
理
解
の

み
な
ら
ず
、
市
民
同
士
の
情

報
交
換
や
相
互
理
解
に
つ
い

問答問答問答

　
　
市
が
直
接
管
理
し
ま
す

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

情
報
発
信
お
よ
び
、
施
設
維

持
管
理
に
係
る
業
務
は
民
間

事
業
者
へ
委
託
を
考
え
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
＋
と
連
携

し
施
設
認
知
度
を
高
め
る
Ｐ

Ｒ
業
務
や
集
客
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
年
間
集
客
の
見
込
人
数

と
そ
の
根
拠
は
。

　
　
年
４
回
程
度
の
市
主
催

イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
定
期
、
不

定
期
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
で
の

来
客
見
込
み
な
ど
を
積
み
上

げ
、
10
万
人
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
ス
タ
ー
ト
が
肝
心
で
、

集
客
の
た
め
に
必
要
な
予
算

措
置
を
す
べ
き
で
は
。

　
　
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

施
設
の
維
持
管
理
業
務
、
Ｐ

Ｒ
企
画
業
務
、
運
営
組
織
立

ち
上
げ
に
関
す
る
業
務
、
イ

ベ
ン
ト
運
営
に
要
す
る
経
費

な
ど
、
今
後
、
議
会
に
提
案

答問答問答

て
重
要
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
協
働
を
進
め
る
施
設
と

し
て
、
会
議
室
や
コ
ピ
ー
機
、

駐
車
場
の
確
保
等
、
利
用
者

へ
の
配
慮
が
必
要
で
は
。

　
　
セ
ン
タ
ー
の
役
割
機
能

は
効
果
が
大
き
く
、
今
後
、

施
設
や
場
所
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

　
　

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

よ
っ
て
、
協
働
推
進
の
真
価

が
問
わ
れ
ま
す
。
公
設
か
Ｎ

Ｐ
О
委
託
の
方
向
性
は
。

　
　
多
く
の
自
治
体
で
は
、

専
門
性
の
高
い
Ｎ
Ｐ
О
団
体

に
委
託
し
て
お
り
、
今
後
は
、

各
自
治
体
を
調
査
し
、
本
市

に
合
っ
た
形
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
、

後
期
計
画
に
入
れ
て
は
。

　
　
セ
ン
タ
ー
機
能
は
必
要

で
す
。
し
ば
ら
く
時
間
を
い

た
だ
き
ま
す
。

問答問答問答

し
ま
す
。
業
務
に
つ
い
て
は
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
も
財

源
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
「
と
み
や
ど
」
周
辺
に

さ
ら
な
る
施
設
整
備
は
。

　
　
「
と
み
や
ど
」
を
中
心

に
、
し
ん
ま
ち
め
ぐ
り
周
遊

コ
ー
ス
の
策
定
や
、
し
ん
ま

ち
地
区
で
滞
留
で
き
る
仕
掛

け
づ
く
り
は
必
要
で
す
。
こ

れ
ら
の
取
組
で
地
域
に
民
間

資
本
が
投
資
さ
れ
る
の
が
理

想
と
考
え
、
さ
ら
な
る
施
設

整
備
は
開
所
後
の
来
場
者
等

の
状
況
を
検
証
し
判
断
し
ま

す
。

　
　
富
ケ
岡
公
園
を
有
効
活

用
す
べ
き
で
は
。

　
　
富
ケ
岡
公
園
は
重
要
な

資
源
と
考
え
ま
す
。「
と
み

や
ど
」
入
居
者
、
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
方
と
一
度

議
論
し
、
公
園
の
活
用
を
真

剣
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

問答問答

菅原　福治 議員

　▲ 名取市市民活動支援センター

　▲ とみやど

金子　　透 議員
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答 問
安
心
な
生
活
環
境
整
備
に
努
め
ま
す

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
施
策
推
進
は

答 問
企
業
誘
致
・
教
育
の
分
野
で
特
に
成
果

総
合
計
画
の
進
捗
と
成
果
に
つ
い
て

　
厚
生
労
働
省
の
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
に
よ
り
ま
す
と
、

２
０
２
５
年
に
は
認
知
症
の

人
は
約
７
０
０
万
人
前
後
に

な
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
す
る
割
合
は
、
現
状
の

約
７
人
に
１
人
か
ら
約
５
人

に
１
人
に
上
昇
す
る
見
込
み

と
の
結
果
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

　
認
知
症
の
人
を
単
に
支
え

ら
れ
る
側
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
認
知
症
の
人
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
認
知
症
の
人

が
認
知
症
と
と
も
に
よ
り
よ

く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

　
今
年
度
、
本
市
は
富
谷
市

前
期
総
合
計
画
期
間
の
最
終

年
度
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
　
前
期
基
本
計
画
期
間
の

主
な
取
組
と
成
果
は
。

　
　

•

企
業
誘
致
の
実
現
に

よ
る
新
規
雇
用
の
創
出
と
し

て
、
高
屋
敷
工
業
用
地
に
株

式
会
社
日
本
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
な
ど
３
社
が
立
地

し
た
ほ
か
、
新
た
に
９
８
５

人
の
雇
用
創
出
を
実
現
し
ま

し
た
。

•

平
成
30
年
に
富
谷
市
ま
ち

づ
く
り
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
を

問答

る
よ
う
、
環
境
整
備
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
若
年
性
も
含
め
、
認
知

症
の
方
へ
の
支
援
は
。

　
　
認
知
症
学
び
の
講
座
、

高
齢
者
ケ
ア
パ
ス
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
促
進
な
ど
、

認
知
症
の
方
と
ご
家
族
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

研
修
会
の
今
後
の
課
題
は
。

　
　
地
域
、
学
校
、
職
場
で

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
役
所
全
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
会
を
行
う
予

定
で
す
。

　
　
認
知
症
介
護
者
へ
の
支

援
は
。

問答問答問

オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
、
富
谷

塾
生
は
２
０
０
人
を
超
え
、

起
業
の
実
現
や
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

•

富
谷
宿
開
宿
４
０
０
年
記

念
事
業
の
一
環
で
、
富
谷
宿

観
光
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

整
備
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

は
令
和
３
年
４
月
17
日
で
す
。

•

国
際
理
解
教
育
の
推
進
と

し
て
、
平
成
30
年
度
に
市
立

幼
稚
園
、
小
中
学
校
全
校
の

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
登

録
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

•

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
を
目
指
し
、
県
内
で

も
い
ち
早
く
児
童
生
徒
１
人

当
た
り
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

•

平
成
30
年
度
と
今
年
度
に

お
い
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を

実
現
し
ま
し
た
。

•

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
、

審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性
登

　
　
介
護
者
は
身
体
的
・
精

神
的
な
負
担
が
大
き
く
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

利
用
と
、
介
護
者
が
孤
立
し

な
い
よ
う
、
認
知
症
家
族
の

会
や
富
ケ
丘
・
日
吉
台
圏
域

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開

催
の
「
暖
々
の
会
」
へ
の
参

加
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
　
「
認
知
症
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
な
ど
の

制
定
に
よ
る
認
知
症
施
策
の

推
進
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
で
は
、
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
に
お
い
て
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

　
条
例
は
、
国
お
よ
び
他
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

答問答

用
率
が
平
成
31
年
４
月
に
は

50
・
３
％
と
、
全
国
の
市
町

村
で
２
番
目
の
高
さ
と
な
り

ま
し
た
。

•

低
炭
素
社
会
形
成
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
東
北
の
自

治
体
で
は
初
と
な
る
地
域
連

携
・
低
炭
素
水
素
技
術
実
証

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

•

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

平
成
30
年
度
お
よ
び
令
和
元

年
度
当
初
予
算
は
、
県
内
市

町
村
で
は
唯
一
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
計
上

せ
ず
に
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

　
　
後
期
基
本
計
画
へ
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
反
映
が
必
要
で
は
。

　
　
後
期
計
画
策
定
に
お
い

て
は
、
行
政
が
取
り
組
む
事

業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
17

の
ゴ
ー
ル
と
の
関
連
性
を
可

視
化
し
て
い
き
ま
す
。

問答

その他の
質　　問

行
政
区
集
会
所
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は

町
内
会
に活用

で
き
る
助
成
金
を
案
内

答 問

　▲ 認知症サポーター「オレンジリング」

青柳　信義 議員

佐藤　浩崇 議員
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答 問
政
策
立
案
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
問
う

答 問
非
常
に
資
質
向
上
出
来
た
と
思
い
ま
す

児
童
ク
ラ
ブ　
民
間
委
託
へ
の
評
価
は

　
国
や
県
が
実
施
し
て
い
る

感
染
症
防
止
策
や
経
済
対
策

等
に
加
え
、
本
市
に
お
い
て

も
独
自
支
援
策
と
し
て
、
一

般
市
民
の
方
々
に
向
け
て
富

谷
市
ひ
と
り
親
家
庭
緊
急
支

援
事
業
に
よ
る
給
付
を
は
じ

め
25
件
、
事
業
者
の
方
々
に

対
し
て
は
、
事
業
継
続
支
援

事
業
、
認
可
保
育
園
等
運
営

事
業
者
に
対
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
へ
の
補
助
金
の
交
付
な
ど

18
件
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
対
す
る
予

算
は
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
民
間

委
託
事
業
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
３
年
が
経
過
し
、
令
和
３

年
度
か
ら
５
年
度
に
向
け
て

は
、
新
た
な
契
約
に
な
り
ま

す
。

　
報
告
書
で
は
、
諸
問
題
等

の
研
修
を
し
な
が
ら
、
専
門

性
を
活
か
す
と
記
載
も
あ
り
、

今
後
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　
民
間
委
託
運
営
に
よ
る

成
果
は
。

　
　
３
事
業
所
と
も
、
特
性

豊
か
な
運
営
方
針
で
、
時
間

の
延
長
や
土
曜
日
の
利
用
な

問答

繰
入
れ
も
少
な
い
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
こ

の
事
業
を
行
う
た
め
の
事
務

量
の
増
加
も
市
職
員
の
皆
さ

ん
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
行
財
政
の
さ
ら

な
る
改
革
は
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
ま
す
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
複
数
の
部
課

で
個
々
に
契
約
し
て
お
り
、

同
じ
携
帯
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
年
間

契
約
額
が
最
高
６
万
６
０
０

０
円
、
最
低
３
万
５
６
４
０

円
と
２
倍
近
い
差
が
あ
り
ま

す
。
契
約
要
領
を
見
直
す
べ

き
で
は
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
各
施
設
で

必
要
性
を
検
討
し
て
の
設
置
、

施
設
の
建
設
に
併
せ
て
の
設

置
と
な
る
こ
と
か
ら
、
施
設

を
所
管
す
る
課
ご
と
に
契
約

し
て
い
ま
す
。
一
括
契
約
が

可
能
な
も
の
は
、
取
り
ま
と

め
て
契
約
を
行
う
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
効
率

問答

ど
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
　
専
門
性
が
活
か
さ
れ
た

と
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性

を
育
み
、
自
然
環
境
な
ど
に

触
れ
る
こ
と
で
、
野
外
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
体
験

活
動
の
取
り
組
み
で
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
工
夫
は
。

　
　
富
谷
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
支

援
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

動
に
お
い
て
３
密
を
避
け
、

小
人
数
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
平
成
28
年
、
国
の
指
針

で
は
、
来
所
時
や
帰
宅
時
の

状
況
把
握
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な

ど
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
認

識
は
。

　
　
取
り
組
み
や
、
先
進
的

な
事
例
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
　
感
染
症
対
応
や
、
対
策

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
タ
イ

ム
カ
ー
ド
で
の
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
が
必
要
で
は
。

問答問答問答問

的
な
契
約
事
務
の
執
行
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
　
宮
城
県
庁
、
名
取
市
等

多
く
の
自
治
体
で
職
員
が
改

善
提
案
を
行
い
、
市
政
運
営

の
効
率
化
や
市
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
職
員
提
案
の

制
度
を
定
め
て
は
。

　
　
各
課
日
々
の
業
務
の
中

で
、
職
員
が
政
策
を
立
案
し
、

事
務
処
理
改
善
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
課
内
だ
け
で
な
く
部
課

を
ま
た
い
だ
改
善
提
案
も
必

要
で
は
。

　
　
各
課
、
横
に
つ
な
が
る

事
務
に
つ
い
て
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
で
す
。
今
後
の
行
政
改

革
の
検
討
を
進
め
る
に
あ
た

り
事
務
の
参
考
と
し
ま
す
。

問答問答

　
　
改
め
て
調
査
研
究
し
、

検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
課
題
は
。

　
　
今
年
度
に
お
い
て
８
施

設
中
４
施
設
で
定
員
を
超
え

た
こ
と
か
ら
、
５
年
生
・
６

年
生
の
利
用
を
保
留
と
し
て

お
り
、
次
年
度
以
降
も
低
学

年
の
利
用
児
童
が
増
加
傾
向

が
続
く
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
　
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
ま
す
か
。

　
　
施
設
の
面
が
大
き
く
影

響
し
て
い
ま
す
の
で
、
教
育

委
員
会
や
学
校
と
も
協
議
し

ま
す
。
大
き
な
課
題
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
　
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
各
施
設
、
専
門
の
先
生

の
助
言
を
踏
ま
え
、
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

答問答問答問答

村上　　治 議員

　▲ AED（市役所）

　▲ 富谷小学校児童クラブ

浅野　直子 議員
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答 問
介
護
需
要
等
を
踏
ま
え
計
画
策
定
す
る

急
増
す
る
後
期
高
齢
者
へ
の
施
策
は

答 問
今
後
宮
城
県
と
協
議
を
重
ね
る

橋
に
よ
っ
て
途
切
れ
た
歩
道
の
連
結
を

　
10
月
に
発
表
さ
れ
た
２
０

２
０
年
版
厚
生
労
働
白
書
の

中
に
は
、
長
寿
命
化
が
進
み

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
が

よ
り
身
近
に
な
る
こ
と
、
２

０
４
０
年
に
は
全
就
業
者
の

５
人
に
１
人
が
医
療
や
福
祉

の
現
場
で
働
く
必
要
が
あ
る

と
の
推
計
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
令
和
３
年
度
～
５
年
度
）

の
策
定
に
当
た
り
、
今
後
の

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
に
つ

い
て
、
問
い
ま
す
。

　
　
要
介
護
者
の
出
現
率
を

見
る
と
、
65
歳
か
ら
74
歳
は

問

　
市
道
一
ノ
宮
線
に
架
か
る

鎌
田
橋
、
市
道
一
、
二
ノ
関

線
に
架
か
る
袋
橋
に
歩
道
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歩
道
は
そ
れ

ぞ
れ
鎌
田
橋
・
袋
橋
で
分
断

さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
並

び
に
自
動
車
の
運
転
手
が
安

全
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
に
、
歩
道
と
歩
道
を
つ

な
ぐ
橋
の
建
設
が
必
要
と
考

え
質
問
し
ま
す
。

　
　
橋
の
建
設
の
考
え
は
。

　
　
橋
の
前
後
の
歩
道
整
備

を
実
施
し
た
際
に
歩
道
橋
の

設
置
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

新
た
な
橋
梁
整
備
は
、
将
来

問答

　
令
和
元
年
台
風
19
号
に
伴

う
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
各
地

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
農
地
や
農
業
施
設
の

復
旧
に
つ
い
て
は
、
農
作
業

等
に
影
響
の
な
い
よ
う
取
り

組
み
ま
し
た
が
一
部
、
令
和

２
年
に
繰
越
し
た
事
業
の
工

事
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　
　
被
害
件
数
と
復
旧
金
額

は
。

　
　
農
地
は
１
１
６
件
、
農

道
は
55
件
、
水
路
は
１
３
４

件
、
堰
は
10
件
、
た
め
池
は

問答

14
件
、
そ
の
他
30
件
、
復
旧

総
額
は
４
億
８
８
１
１
万
円

で
す
。

　
　
令
和
２
年
度
へ
繰
越
し

た
件
数
と
工
事
の
進
捗
は
。

　
　
全
体
で
１
５
９
件
で
15

件
が
施
工
中
で
、
予
定
ど
お

り
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
　
た
め
池
は
、
貯
水
期
間

の
確
保
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
完
成
時
期
は
。

　
　
令
和
３
年
３
月
25
日
を

竣
工
予
定
と
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

問答問答

３
％
台
、
75
歳
以
上
で
27
％

～
29
％
に
飛
び
上
が
り
、
加

齢
に
伴
っ
て
75
歳
以
上
の
出

現
率
が
高
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
対
す
る
施
策
は
。

　
　
若
い
う
ち
か
ら
の
生
活

習
慣
病
へ
の
取
り
組
み
や
、

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み
が

肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
健

康
推
進
課
と
も
連
携
を
し
な

が
ら
、
そ
の
充
実
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
本
市
の
75
歳
以
上
の
人

口
は
９
月
末
で
４
５
７
３
人
。

２
０
４
０
年
に
75
歳
以
上
の

推
計
人
口
は
８
５
８
９
人

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
推
計
）。
約
２
倍

の
４
０
０
０
人
増
加
す
る
と

の
推
計
で
す
が
、
そ
れ
を
意

識
し
た
施
策
は
。

　
　
第
８
期
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
20
年
後
を
見
据
え
た

計
画
と
な
る
よ
う
、
推
計
人

口
等
か
ら
導
か
れ
た
介
護
需

要
等
を
踏
ま
え
、
県
と
も
連

答問答

の
河
川
整
備
計
画
を
見
込
ん

だ
協
議
に
な
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
建
設
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
橋
の
建
設
は
地
元
住
民

の
強
い
願
い
で
あ
り
、
安
全

問

携
し
て
計
画
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
20
年
後
、
富
谷
市
の
介

護
保
険
制
度
は
維
持
で
き
る

の
で
す
か
。

　
　
介
護
保
険
の
充
実
な
ど

に
よ
り
、
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
し
な
い
元
気
な
高

齢
者
が
増
え
る
よ
う
努
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
制
度
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
こ
れ
ま
で
も

制
度
の
見
直
し
を
適
宜
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
の

時
々
に
必
要
な
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
、
将
来
的
に
も
本
市
の

介
護
保
険
制
度
は
維
持
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

の
整
備
は
行
政
の
役
割
で
は
。

　
　
宮
床
川
・
竹
林
川
の
河

川
整
備
計
画
の
中
で
、
今
後

宮
城
県
と
協
議
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

答

答 問
施
工
中
も
含
め
予
定
通
り
進
捗

台
風
19
号
の
被
害
の
復
旧
は

　▲ 75歳以上の将来推計人口

　▲ 袋橋

出川　博一 議員

浅野　武志 議員
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その他の
質　　問

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
の
助
成
は

定
期
接
種
に
な
っ
た
と
き
考
え
ま
す

答 問

答 問
単
独
事
業
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

公
営
墓
地
単
独
事
業
と
し
て
整
備
を

答 問
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
続
け
て
い
く

介
護
保
険
料
滞
納
で
も
利
用
の
継
続
を

　
コ
ロ
ナ
禍
や
人
口
予
測
を

下
回
る
中
に
あ
っ
て
公
営
墓

地
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
の

一
体
整
備
を
見
直
し
、
公
営

墓
地
単
独
で
造
成
し
、
早
期

に
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
　
総
事
業
費
は
。

　
　
約
12
億
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　
自
衛
隊
部
外
土
木
工
事

は
。

　
　
受
託
は
困
難
と
の
報
告

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
見
送

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　
　
単
独
事
業
と
し
た
場
合
、

造
成
コ
ス
ト
は
。

問答問答問問

　
全
国
的
に
65
歳
以
上
の
介

護
保
険
料
の
負
担
が
増
加
し
、

保
険
料
の
滞
納
に
よ
り
差
し

押
さ
え
処
分
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
抑
制
も
聞
か
れ
て
い
ま

す
。

　
　
介
護
保
険
料
の
滞
納
が

発
生
し
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
こ
れ
ま
で
制
限
な

く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

現
状
は
。

　
　
現
在
も
制
限
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
　
今
後
も
滞
納
が
発
生
し

た
時
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
続
け
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
今
後
も
続
け
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
、
段
階
を
増
や
す

問答問答問

　
旧
４
号
線
か
ら
三
ノ
関
会

館
付
近
ま
で
の
未
整
備
区
間

延
長
７
４
０
ｍ
の
改
良
工
事

に
お
い
て
、
片
側
幅
員
３
ｍ
、

両
側
に
１
・
25
ｍ
の
路
肩
を

設
け
、
歩
道
の
な
い
整
備
と

な
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
条
例
に
定
め
る
幅
員
２
ｍ

以
上
の
歩
道
整
備
は
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
、
運
転
者
の

安
全
走
行
の
観
点
か
ら
、
当

初
か
ら
整
備
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　
　
全
体
事
業
費
は
。

　
　
３
億
３
０
０
０
万
円
で

す
。

問答

　
　
女
川
原
発
２
号
機
の
再

稼
働
は
県
民
の
直
接
の
声
を

聞
い
て
判
断
す
べ
き
だ
っ
た

と
考
え
ま
す
。
富
谷
市
と
し

て
の
考
え
は
。

　
　
周
辺
自
治
体
を
会
場
と

し
た
住
民
説
明
会
を
経
て
、

立
地
自
治
体
が
再
稼
働
容
認

の
意
向
を
示
し
、
最
終
的
に

知
事
が
地
元
同
意
を
表
明
し

ま
し
た
の
で
、
本
市
も
こ
れ

を
尊
重
す
る
も
の
で
す
。

問答

　
　
歩
車
分
離
す
る
歩
道
を

設
置
す
る
方
策
は
。

　
　
会
館
側
の
通
行
に
配
慮

し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を
設

置
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
歩
道
と
路
肩
の
違
い
は
。

　
　
歩
道
は
歩
行
者
が
通
る

空
間
ス
ペ
ー
ス
で
、
路
肩
は
、

道
路
の
車
道
を
守
る
部
分
で

す
。

　
　
交
通
安
全
対
策
上
、
歩

道
の
設
置
の
検
討
は
。

　
　
現
時
点
に
お
い
て
は
、

歩
道
設
置
は
非
常
に
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
者
受
入
れ
体
制
の
再
検
討

が
必
要
で
は
。

　
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

の
っ
と
り
、
今
後
、
県
、
石

巻
市
と
協
議
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
避
難
者
を
受
入
れ
ら
れ

な
い
と
き
の
対
応
は
。

　
　
そ
れ
ほ
ど
逼
迫
す
る
状

況
に
な
ら
な
い
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答問答

　
　
費
用
試
算
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
　

ま
ず
は
墓
地
造
成
に

絞
っ
て
整
備
を
す
る
考
え
は
。

答問

検
討
は
。

　
　
引
き
続
き
現
在
の
負
担

答

　
　
墓
地
単
独
で
は
暗
い
イ

メ
ー
ジ
で
、
住
民
感
情
と
し

て
受
け
入
れ
難
く
、
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
で
提
供
し
ま
す
。

答

段
階
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答 問
歩
道
の
設
置
は
非
常
に
難
し
い

市
道
三
ノ
関
大
崎
線
に
歩
道
設
置
を

答 問
知
事
の
地
元
同
意
表
明
を
尊
重
す
る

女
川
原
発
再
稼
働　
市
と
し
て
の
考
え
は

若生　英俊 議員

　▲ （仮称）やすらぎパークとみや

渡邊　清美 議員

16とみや議会だより 第18号
2021年（令和３年）２月１日

議
案
審
議

一
般
質
問

委
員
会
活
動

誌
上
議
会
報
告



答 問
仙
台
市
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

震
災
時
の
断
水
対
策
に
つ
い
て
問
う

答 問
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
対
応
し
て
い
る

災
害
対
策
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、

明
石
台
、
成
田
等
で
は
断
水

が
20
日
間
続
き
、
住
民
は
生

活
用
水
の
確
保
に
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。
昨
年
、
広
域
水

道
の
接
続
等
を
仙
台
市
と
協

議
す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
が
、
進
捗
状
況
な
ど
を

質
問
し
ま
す
。

　
　
仙
台
市
と
の
災
害
時
相

互
応
援
給
水
に
関
す
る
協
定

は
。

　
　
仙
台
市
泉
区
向
陽
台
と

富
谷
市
明
石
台
と
の
相
互
応

援
給
水
協
定
を
11
月
20
日
に

締
結
し
ま
し
た
。
有
事
の
際

問答

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も

な
く
10
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
長
期
間
の
断
水
や

停
電
、
道
路
の
陥
没
な
ど
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
絶
し
、

大
変
な
思
い
を
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
今

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
外
出
し
づ
ら
く

不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
数

多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
停
止
し
て
い
た
女
川
原
発

に
再
稼
働
の
動
き
が
あ
り
、

重
大
事
故
が
起
き
た
場
合
の

広
域
避
難
計
画
の
問
題
や
、

近
年
全
国
の
ど
こ
か
で
発
生

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
災
害

発
生
時
は
、
多
く
の
避
難
所

を
開
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
近
年
の
夏
は
、

危
険
な
暑
さ
が
続
き
、
熱
中

症
へ
の
厳
重
な
警
戒
が
呼
び

か
け
ら
れ
て
お
り
、
扇
風
機

の
み
で
の
暑
さ
対
策
で
は
十

分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
　
行
政
区
長
へ
の
一
時
避

難
所
開
設
の
協
力
要
請
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国

の
指
針
に
基
づ
い
て
、
物
資

輸
送
等
の
対
策
が
固
ま
り
次

問答答

第
、
行
政
区
長
会
議
等
で
説

明
し
ま
す
。

　
　
避
難
所
の
エ
ア
コ
ン
設

置
状
況
は
。

　
　
小
中
学
校
等
は
、
全
て

設
置
済
み
で
す
。
エ
ア
コ
ン

未
設
置
の
３
町
内
会
館
に
は

地
域
振
興
費
補
助
金
等
を
活

用
し
て
設
置
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

問答

の
断
水
期
間
は
特
定
で
き
ま

せ
ん
が
、
連
絡
管
の
活
用
だ

け
で
あ
れ
ば
半
日
程
度
で
給

水
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
他

の
地
域
の
対
策
は
、
継
続
し

て
検
討
し
ま
す
。

し
て
い
る
豪
雨
に
よ
る
災
害

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が

起
き
た
場
合
の
対
策
・
準
備

は
万
全
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

る
と
こ
ろ
は
何
件
で
す
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
44
件
の
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
後

も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
そ
の
内
容
は
。

　
　
消
防
や
救
急
等
の
相
互

応
援
に
関
す
る
と
こ
ろ
が
17

件
、
人
員
支
援
に
関
す
る
と

こ
ろ
が
11
件
、
食
料
品
や
医

薬
品
な
ど
物
資
提
供
す
る
と

こ
ろ
が
14
件
、
予
防
接
種
、

緊
急
輸
送
に
関
す
る
と
こ
ろ

が
各
１
件
で
す
。

　
　
災
害
時
の
備
蓄
品
の
内

容
は
。

　
　
物
品
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
が
、
今
回
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
た

め
、
マ
ス
ク
、
体
温
計
、
消

毒
液
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
、

間
仕
切
り
な
ど
の
物
品
の
備

問答問答問答

　
　
給
水
活
動
は
、
市
職
員

の
み
で
は
困
難
で
あ
り
、
各

町
内
会
館
に
簡
易
式
タ
ン
ク

の
常
備
を
検
討
し
て
は
。

　
　
町
内
会
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
関
係
各
課
と
協
議
し

ま
す
。

問答

蓄
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
女
川
原
発
の
重
大
事
故

時
の
広
域
避
難
計
画
の
内
容

は
。

　
　
原
子
力
災
害
の
発
生
ま

た
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、
30
㎞
圏
内
の
地
域

を
含
む
市
町
村
が
圏
外
へ
避

難
を
行
う
計
画
で
す
。

　
　
避
難
者
を
何
人
受
け
入

れ
る
予
定
で
す
か
。

　
　
石
巻
と
の
協
定
で
は
、

最
大
で
２
６
２
０
人
で
す
。

　
　
受
入
を
す
る
場
所
は
。

　
　
各
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
武
道
館
、
西
コ

ミ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
が
不
安
に
思
わ
な

い
よ
う
正
し
い
情
報
を
広
く

発
信
し
て
は
。

　
　
広
報
な
ど
、
災
害
に
先

ん
じ
て
考
え
ま
す
。

問答問答問答問答

答 問
エ
ア
コ
ン
使
用
と
換
気
が
必
要
で
す

避
難
所
の
暑
さ
対
策
を
問
う

　▲ 災害備蓄品

塩田　智明 議員

髙橋　正俊 議員
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答 問
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
ま
す

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
英
語
教
育
を
問
う

答 問
努
め
て
い
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
期
の
教
育
支
援
策
は

　
英
語
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
以
前
よ
り
改
善
す

べ
き
で
あ
る
と
多
く
の
専
門

家
の
方
々
が
指
摘
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
旧
態
依
然
変

わ
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を

良
い
方
向
と
捉
え
れ
ば
、
英

語
教
育
の
転
換
期
が
来
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　
国
際
化
の
時
代
に
、
富
谷

の
子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
こ
と
を
想
像

し
質
問
し
ま
す
。

　
　
３
密
を
防
ぐ
机
の
間
隔

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
文
科
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
１
ｍ
を
目
安
に
最
大
限
の

間
隔
を
と
示
さ
れ
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
少
人
数
学
級
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

　
　
学
級
編
成
の
標
準
は
国

が
定
め
る
も
の
で
す
。
県
委

員
会
と
連
携
し
な
が
ら
動
向

を
注
視
し
ま
す
。

　
　
富
谷
で
予
想
外
の
子
ど

も
が
不
登
校
に
、
ま
た
虐
待

を
耳
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も

の
ケ
ア
の
充
実
が
必
要
で
は
。

問答問答問

　
　
自
己
肯
定
感
向
上
の
教

育
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

　
　
自
分
を
見
つ
め
る
活
動

の
機
会
が
少
な
か
っ
た
り
、

弱
か
っ
た
り
が
原
因
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
学
習

状
況
や
目
標
を
見
通
し
た
り
、

問答

　
　
被
害
状
況
は
。

　
　
物
理
柵
の
な
い
と
こ
ろ

の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
農
作
物
被
害
に
対
し
、

市
と
し
て
補
助
金
な
ど
の
直

接
支
援
が
必
要
で
は
。

　
　
農
業
共
済
制
度
を
伝
え

ま
す
。

　
　
ほ
と
ん
ど
が
稲
作
の
補

償
で
、
畑
作
は
泣
き
寝
入
り

し
て
い
る
農
家
ば
か
り
と
聞

き
ま
し
た
。
被
害
状
況
把
握

の
取
組
の
強
化
が
必
要
で
は
。

　
　
今
後
努
め
て
い
き
ま
す
。

問答問答問答

振
り
返
り
な
が
ら
、
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
、
自
分
の
変

容
や
成
長
を
積
み
重
ね
て
い

く
「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
充
実
さ
せ
、
自
己
肯

定
感
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
　
被
害
額
は
数
百
万
円
程

度
で
す
。
農
家
を
守
る
た
め

に
補
助
が
必
要
で
は
。

　
　
公
的
な
補
償
制
度
を
伝

え
ま
す
。

　
　
直
接
わ
な
を
設
置
で
き

る
よ
う
に
地
域
住
民
向
け
の

捕
獲
に
関
す
る
研
修
は
。

　
　
農
協
の
青
年
団
に
対
し

周
知
、
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
　
住
民
向
け
が
必
要
で
は
。

　
　
物
理
柵
設
置
の
説
明
会

で
お
話
し
を
し
て
い
ま
す
。

問答問答問答

　
　
こ
れ
ま
で
の
英
語
教
育

と
現
在
の
英
語
教
育
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
意
欲
に
課
題
が
あ
る

た
め
、
英
語
へ
の
慣
れ
親
し

み
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
、
円
滑
に
つ
な
が
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
受
験
の
た
め
の
英
語
教

育
の
あ
り
方
を
変
え
る
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
見

解
は
。

問答問

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
貧
困
や
虐

待
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
で
不
登
校
傾

向
や
不
登
校
の
児
童
生
徒
が

増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
児
童
生
徒
の
状
況
に
応

じ
て
、
各
種
心
理
職
専
門
家
、

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

答

　
　
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
、

自
分
自
身
の
考
え
や
気
持
ち

を
伝
え
合
う
対
話
的
活
動
を

重
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ズ
ー
ム

等
に
よ
る
海
外
の
学
校
と
の

交
流
が
可
能
と
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
は
。

　
　
新
し
い
技
術
を
活
用
し

交
流
を
進
め
、
児
童
生
徒
に

グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
質
、
能
力

を
育
成
で
き
る
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

答問答

な
ど
、
関
係
機
関
と
よ
り
緊

密
に
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。
支
援
が
必
要
な

生
徒
や
家
庭
へ
速
や
か
に
対

応
が
で
き
る
よ
う
支
援
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

答 問
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を
充
実
し
ま
す

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
向
上
を
問
う

答 問
努
め
て
い
き
ま
す

有
害
鳥
獣
被
害
の
対
策
強
化
は

藤原　　峻 議員

　▲ 学習用タブレット端末

畑山　和晴 議員
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答 問
今
後
も
そ
れ
ら
の
充
実
を
図
り
ま
す

通
学
路
の
安
全
向
上
策
と
意
識
向
上
は

答 問
図
書
館
の
整
備
計
画
で
検
討
し
ま
す

公
民
館
図
書
に
書
籍
除
菌
機
の
導
入
を

　
　
通
学
路
の
安
全
点
検
の

実
施
時
期
と
そ
の
方
法
は
。

　
　
毎
年
、
各
学
校
に
調
査

を
依
頼
し
、
教
育
委
員
会
と

防
災
安
全
課
、
都
市
整
備
課

な
ど
と
大
和
警
察
署
が
連
携

し
て
、
対
応
策
の
協
議
を
行

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月

５
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
富
ケ
丘
交
差
点
に
建
設

予
定
の
歩
道
橋
設
置
の
進
捗

状
況
は
。

　
　
９
月
24
日
に
、
国
土
交

通
省
主
催
で
地
元
町
内
会
と

学
校
関
係
者
を
対
象
と
し
た

事
業
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

問答問答

　
コ
ロ
ナ
禍
で
除
菌
へ
の
意

識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
公
民

館
図
書
室
の
貸
出
図
書
の
衛

生
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
市

民
が
い
ま
す
。

　
多
く
の
図
書
館
で
導
入
し

て
い
る
書
籍
の
除
菌
機
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
に
効
果
が
あ
り
、

紫
外
線
照
射
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
も
効
果
が
期
待

で
き
る
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
安
心
し
て
本
を
借

り
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

衛
生
対
策
が
必
要
で
す
。

　
　
公
園
の
樹
木
等
の
維
持

管
理
を
行
う
た
め
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
必
要
で
は
。

　
　
公
園
の
規
模
や
位
置
の

違
い
も
あ
り
、
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

　
新
生
児
の
聴
覚
検
査
に
お

い
て
、
異
常
が
発
見
さ
れ
た

と
き
の
早
期
治
療
、
療
養
で
、

影
響
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
新
生

児
に
聴
覚
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
視
力
は
成
長
に

伴
っ
て
発
達
を
し
ま
す
。
正

常
な
発
達
が
妨
げ
ら
れ
る
と

弱
視
に
な
り
ま
す
が
、
早
期

治
療
で
視
力
の
回
復
が
期
待

で
き
ま
す
。
３
歳
児
の
適
切

な
視
力
検
査
が
大
事
で
す
。

　
　
公
園
の
落
ち
葉
対
策
と

し
て
、
ご
み
袋
の
支
給
や
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
設
置
は
。

　
　
町
内
会
か
ら
の
依
頼
が

あ
れ
ば
行
う
予
定
で
す
。

問答

　
　
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用

の
助
成
は
。

　
　
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
支
援
体
制
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
そ
の
検
討

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

３
歳
児
視
力
検
査
で

フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の
導

入
は
。

　
　
他
自
治
体
の
状
況
な
ど

を
参
考
に
、
慎
重
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答

し
た
。
来
年
度
の
上
期
を
目

標
に
次
の
説
明
会
開
催
の
予

定
で
す
。
現
在
は
歩
道
橋
の

形
状
を
含
め
、
予
備
設
計
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
安
全
意
識
向
上
の
た
め

の
取
組
は
。

　
　
学
校
で
は
、
児
童
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
、
命
を
守

る
大
切
さ
を
実
感
す
る
活
動

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
新
入
学
児
童
へ
交
通
安

全
事
前
学
習
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問答

　
　
公
民
館
、
学
校
の
貸
出

図
書
の
衛
生
対
策
は
。

　
　
公
民
館
で
返
却
さ
れ
た

書
籍
は
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
液

で
表
面
を
消
毒
し
、
72
時
間

保
管
後
に
書
架
に
戻
し
て
い

ま
す
。
学
校
図
書
室
も
ア
ル

問答

　
　
富
ケ
丘
郵
便
局
や
ラ
ー

メ
ン
店
駐
車
場
か
ら
、
歩
道

に
は
み
出
し
た
車
に
対
し
、

指
導
が
必
要
で
は
。

　
　
通
学
路
に
隣
接
し
て
お

り
、
今
後
指
導
い
た
し
ま
す
。

　
　
ロ
ー
ソ
ン
富
ケ
丘
店
前

の
通
学
路
を
、
標
識
や
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
文
字
を
目

立
た
せ
る
取
組
が
必
要
で
は
。

　
　
担
当
課
と
協
議
し
、
進

め
て
い
き
ま
す
。

問答問答

コ
ー
ル
除
菌
液
な
ど
で
表
面

を
拭
い
て
い
ま
す
。

　
　
書
籍
除
菌
機
の
配
置
は
。

　
　
今
後
の
図
書
館
の
整
備

計
画
で
、
書
籍
除
菌
機
の
導

入
な
ど
、
衛
生
対
策
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問答

答 問
地
元
の
意
見
を
聞
き
対
応
し
て
い
ま
す

団
地
内
の
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

答 問
検
討
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を

安住　稔幸 議員

　▲ 富ケ丘

長谷川る美 議員
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しましたしました
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（９月〜11月実施）

避
難
行
動
な
ど
の
実
態
調
査

を
行
い
さ
ら
な
る
危
機
意
識

の
啓
発
に
努
め
、「
こ
こ
は

大
丈
夫
」
の
思
い
を
捨
て
去

り
、
一
か
ら
の
意
識
改
革
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
時
の
判
断
に
誤
り
の
な

い
よ
う
に
指
導
、
学
習
の
機

会
も
設
け
る
べ
き
で
す
。

◎
調
査
日　
10
月
20
日

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ

び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
現
地
視
察
に
て
、
現
状
の

改
善
、
対
策
の
必
要
性
を
強

く
認
識
し
ま
し
た
。
人
命
最

優
先
で
速
や
か
な
避
難
の
支

援
な
ど
、
行
政
と
し
て
の
行

動
の
確
立
を
求
め
ま
す
。

　
対
象
区
域
の
住
民
に
対
し
、

警
報
発
令
時
の
危
機
意
識
、

　
災
害
対
応
備
蓄
物
品
で
は
、

全
て
を
万
全
に
準
備
す
る
事

で
す
が
、
民
間
、
他
自
治
体

と
の
協
定
で
補
完
す
る
事
も

可
と
考
え
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
大
規
模
で
強

力
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
発
生
す
る
と
の
気
構
え
で
、

防
災
、
減
災
の
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
ま
す
。

総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

防災減災への取り組みを
調査先：土砂災害警戒区域等

災害対応について

総
務
常
任
委
員
会
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よ
っ
て
、
自
ら
を
危
険
に
さ

ら
し
た
り
、
他
者
を
害
し
な

い
よ
う
基
本
的
な
態
度
や
考

え
方
を
身
に
着
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
引
き
続
き
、
発

達
段
階
に
合
わ
せ
た
指
導
を

求
め
ま
す
。

い
る
こ
と
や
、
授
業
の
中
身

を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
管
し
て

い
る
た
め
可
視
化
で
き
、
自

分
で
再
確
認
（
復
習
）
で
き

る
こ
と
等
で
あ
り
、
ま
た

「
児
童
へ
の
指
導
」
面
で
は
、

情
報
モ
ラ
ル
や
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
し
、
事
例
を
踏

ま
え
て
指
導
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に

◎
調
査
日　
９
月
28
日

　
７
月
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
係
る
調
査
に
続
き
、

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
課
題
等

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た

国
語
の
授
業
を
視
察
し
ま
し

た
。
担
当
教
師
（
校
内
情
報

推
進
リ
ー
ダ
ー
）
か
ら
は
、

「
児
童
の
変
化
」
と
し
て
、

ノ
ー
ト
を
と
ら
な
か
っ
た
子

が
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
メ
モ
を
し
て

進
捗
状
況
は
50
％
と
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
ノ
関
大
崎
線
に

つ
い
て
は
、
９
月
に
工
事
請

負
契
約
が
完
了
し
、
今
後
は
、

用
地
と
物
件
補
償
の
交
渉
を

行
い
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

完
成
は
、
令
和
３
年
度
の
予

定
で
す
。
歩
道
の
設
置
に
つ

い
て
議
論
が
さ
れ
、
車
道
と

◎
調
査
日　
10
月
13
日

　
市
道
穀
田
三
ノ
関
線
、
三

ノ
関
大
崎
線
の
整
備
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
市
道
整
備
は
、
富
谷
小
学

校
周
辺
の
交
通
渋
滞
の
解
消

と
、
富
谷
北
部
に
お
け
る
道

路
環
境
の
整
備
が
目
的
で
す
。

　
穀
田
三
ノ
関
線
に
つ
い
て

は
、
掘
削
工
事
に
伴
う
湧
水

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

歩
道
の
安
全
境
界
線
と
し
て
、

外
側
線
を
設
け
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
路
肩
に

敷
か
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

分
離
さ
れ
な
い
事
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
年

使
用
す
る
道
路
と
し
て
、
歩

行
者
・
運
転
手
双
方
の
安
全

の
た
め
に
も
フ
ル
規
格
の
歩

道
の
設
置
を
求
め
ま
す
。

安全のために
フル規格の歩道を

情報モラルと
情報セキュリティ教育が重要

調査先：市道穀田三ノ関線
市道三ノ関大崎線

調査先：明石台小学校

市道改良事業の進捗状況について

教育のＩＣＴ化について

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
つ
い
て

◎
調
査
日　
10
月
22
日

〈
そ
の
他
の
調
査
〉

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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11月24日
（１）提出予定議案に関するもので、担当部課から説明を行うもの
　①富谷市国民健康保険税条例の一部改正について
　②富谷市介護保険条例の一部改正について
　③�富谷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

　④�富谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

　⑤富谷市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
　⑥�富谷市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正
について

　⑦令和２年度富谷市一般会計補正予算（第９号）
　⑧令和２年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　⑨令和２年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第４号）
　⑩令和２年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　⑪令和２年度富谷市水道事業会計補正予算（第３号）
　⑫和解及び損害賠償額の決定について
　⑬�富谷市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求める
ことについて

　⑭黒川地域行政事務組合規約の変更について
　⑮職員の給与に関する条例の一部改正について
　⑯�議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一
部改正について

　⑰�特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
改正について

　⑱�富谷市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
（２）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①（仮称）富谷市協働のまちづくり推進指針（案）について
　②富谷市水道事業基本計画（概要版）について
　③�富谷市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険計画の概要について
　④富谷市地域福祉計画の概要について
　⑤�富谷市第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画の概要
について

12月１日
（１）令和２年第４回定例会について
（２）その他

12月８日
（１）提出予定議案以外で説明を要する案件
　　（仮称）やすらぎパークとみや整備基本設計業務について
（２）�提出予定議案の追加議案に関するもので、担当部課から説明を

行うもの
　①富谷市市営墓地特別会計条例の制定について
　②令和２年度富谷市市営墓地特別会計予算
　③令和２年度富谷市一般会計補正予算（第10号）
　④令和２年度富谷市一般会計補正予算（第11号）
　⑤黒川地域行政事務組合の財産処分について
　⑥専決処分の承認を求めることについて
　（職員の給与に関する条例の一部を改正する条例）
　⑦専決処分の承認を求めることについて
　（�議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一
部を改正する条例）

　⑧専決処分の承認を求めることについて
　（�特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例）

　⑨専決処分の承認を求めることについて
　（�富谷市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正
する条例）

（３）提出予定議案以外で説明を要する案件
　　令和２年度富谷市まちづくり市民アンケート調査結果について
（４）その他

12月10日
（１）人事案件の表決について
（２）議員全員協議会と本会議での説明レベルについて
（３）その他

議員全員協議会を開催しました

富谷市民図書館等に関する
調査特別委員会

議会活性化調査特別委員会

　図書館、スイーツステーション、児童遊戯
施設を複合施設にすることについて、民間活
力の活用を含め、調査します。

12月７日
・�富谷市複合施設整備基本方針策定に関する
進捗状況について
・その他

　市民に信頼され、開かれた議会、市民の負託に応えられる
議会を目指し、調査をします。
11月５日
【議会活性化調査小委員会】
・一般質問通告書のホームページ掲載について
・議会報告会について
・�富谷市議会災害行動指針マニュアルの検証について
・その他
12月１日
【議会活性化調査特別委員会】
・長期欠席議員の対応について
・�富谷市議会災害行動指針マニュアルの検証について
・一般質問通告書のホームページ掲載について
・議会報告会について
・その他

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

市
長
よ
り
同
意
を
求
め
ら
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に

地
方
自
治
功
労

地
方
自
治
功
労

秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章

宮
城
県
文
化
の
日

表
彰

表 

彰
再
任

佐
々
木 

喜
一
さ
ん

（
西
成
田
）

浅
野 

幹
雄 

氏

（
元
市
議
会
議
長
）

相
澤
　 

榮 

氏

（
前
市
議
会
議
長
）

人 

事
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広報研修

　12月15日、議会広報調査特別委員会にて、河北新
報社富谷支局より藤田和彦氏を講師に迎え、研修会を
行いました。紙面編集のコツやポイント等について、
アドバイスをいただきました。今後も、幅広い世代に
手に取っていただける議会だよりを目指します。

　市民のみなさんは、市が行うことに関して意見や要望がある場合、請願書や陳情書を提出することができます。
●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要になります。請願書が提出されると、本会議で議長が所管事項に該当する委員会へ付
託し、委員会で審査した後、本会議で採択か不採択、または保留を決定します。その結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、執行機関ほか関係機関に処理の経過と結果の報告を求めることになります。
●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要です。陳情書は議員に配付されます。
●請願書・陳情書の提出
１．書面で提出し、邦文を使います。
２．�表紙に請願書（「陳情書」も同じ記入方法です。）と明記し、提出年月日、請願者（法人の場合は代表者）の住所、氏名を記載し、押印します。
３．�請願内容を示す表題を付け、請願事項の簡潔明瞭な要旨と請願の理由を記載します。
４．請願書の場合は、紹介議員の署名、または記名押印が必要です。
※ 内容については、明確また簡潔に記載してください。

請願書・陳情書の書式例は富谷市議会ホームページをご覧ください。

請願と陳情の提出方法

陳 情 書
⃝�最低賃金の改善と中小企業支援の拡充、格差のない全国一律最賃制度の確立を求める政府に対する意見書採択の陳情書の提出について

宮城県春闘共闘会議　代表幹事　高橋正行
⃝�「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書」採択を求める陳情書の提出について

宮城県医療労働組合連合会（略称：医労連）　執行委員長　中山　修
⃝�「看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書」採択を求める陳情書の提出について

宮城県医療労働組合連合会（略称：医労連）　執行委員長　中山　修
⃝�「介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を求める意見書」採択を求める陳情書の提出について

宮城県医療労働組合連合会（略称：医労連）　執行委員長　中山　修
⃝�「介護従事者の勤務環境及び処遇改善を求める意見書」採択を求める陳情書の提出について

宮城県医療労働組合連合会（略称：医労連）　執行委員長　中山　修
⃝�米軍基地負担の軽減及び日米地位協定の見直しに関する陳情書　� 日米地位協定問題を考える宮城の会　責任者　佐藤春治
⃝�水田農業対策に関する　要請書　� 新みやぎ農業協同組合　　　代表理事組合長　大坪輝夫

宮城県農協政治連盟JA新みやぎ支部　支部長　大坪輝夫
⃝�女川原発再稼働を認める宮城県決議への反対表明を求める陳情書　� 浅利志津子　他16人の署名

すべて議員配付となりました。

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

富谷市議会
インターネット
録画配信中

富谷市議会録画配信URL
http://www.tomiya-city.

stream.jfit.co.jp/
富谷市議会インターネット 検索

TEL 022-358-0622
次回の定例会は 2 月中旬開会予定です。
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未来へはばたけ とみやっ子 とみや杜の橋こども園

　昨年３月、新型コロナウ
イルス感染予防のため富谷
市内の小学校が休校になり
ました。休校中の時間を有
意義に過ごして欲しいと思
い、近所の子どもたちに週
３回、自宅でフォニックス

（英語）を教え始めました。フォニックスとは英語の文字と音の関係
を示したルールのことで、英語圏の子どもたちは年長さん頃から小学
校低学年にかけて学びながら文字と音を一致させ読み書きを習得して
いきます。フォニックスでは、Ｓの音がス、Ｕがアと学ぶため、ＳＵ
Ｎをスンではなくサンと発音し、ローマ字読みすることはなくなりま
す。そして発音が良くなり、フォニックスで英単語の７割が読めるよ
うになると言われています。３月から半年間フォニックスの学習を修
了した子どもたちは、現在絵本の音読が出来るようになりました。子
どもたちの成長の早さには本当に驚かされます。
　現在は富ケ丘北部会館をお借りして、活動しています。より多くの
子どもたちに学びの機会を届け、子どもたちに英語が読める楽しさを
知ってもらいたいです。これからもフォニックス学習を通して、グ
ローバル社会に羽ばたこうとする富谷の子どもたちを微力ながらサ
ポートしていきたいと思っています。

佐々木まいさん（富ケ丘）
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英語を学ぶことで広がる
世界を感じて欲しい

ミレニアムモミュメント
「ひとの架橋」

　2001年、新庁舎（現市役所）建設
にあたり、ミレニアムモニュメント
「ひとの架橋」の披露と2050年開封
予定のタイムカプセルの封印が行わ
れました。
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